常陸太田市ライフライン給水ボランティア実施要項
平成31年4月1日
上下水道事業告示第31-1号

　（目的）

第１条　この要項は，常陸太田市ライフライン給水ボランティア（以下「ボランティア」という。）の登録を募ることにより，地震，風水害その他の災害（以下「災害」という。）により，市が所有する水道施設が被災し，給水が困難になったときに災害発生初期の応急活動を行い，市民への飲料水の供給を図ることを目的とする。
　（活動内容）
第２条　ボランティアが行う活動は，次に掲げるものとする。
 (1)　拠点給水施設における応急給水活動の補助

 (2)　その他上下水道事業の管理者の権限を行う市長（以下「市長」という。）必要と認める災害時の応急活動の補助
　（活動の要請）
第３条　市長は，災害により応急給水活動の必要が生じたときは，ボランティアに活動の要請を行うものとする。
２　ボランティアは，前項の要請があった場合は，市長があらかじめ指定した場所に参集し，現場責任者の指示に従うものとする。
　（登録の要件）
第４条　ボランティアの登録をしようとする者は，次に掲げる要件をすべて満たすものとする。
 (1)　常陸太田市内に在住又は勤務する者
 (2)　災害時に応急給水活動への参加が可能な者
 (3)　登録申請時において年齢が１６歳から７５歳までの者
　（登録の申請等）

第５条　ボランティアの登録をしようとする者は，常陸太田市ライフライン給水ボランティア登録申請書（様式第１号）により，市長へ申請するものとする。
２　市長は前項の規定による申請があったときは，これを審査し，その結果について常陸太田市ライフライン給水ボランティア登録結果通知書（様式第２号）により通知するものとする。
　（登録）

第６条　市長は，審査の結果，適格と認めた者を常陸太田市ライフライン給水ボランティア登録台帳（様式第３号）へ登録するとともに，常陸太田市ライフライン給水ボランティア登録証（様式第４号。以下「登録証」という。）を発行するものとする。
　（登録期間）
第７条　ボランティアの登録期間は，５年以内とする。ただし，年齢が７５歳に到達した場合は，到達した年度の末日までとする。
２　市長は，前項ただし書において，当該ボランティアに対し，感謝状を贈呈するものとする。
　（登録の更新）

第８条　市長は，ボランティアの登録期間が満了する１か月前までに，常陸太田市ライフライン給水ボランティア更新申請書（様式第５号）により更新の有無を確認するものとする。

２　前項の規定による申請があったときは，これを審査し，その結果について常陸太田市ライフライン給水ボランティア更新結果通知書（様式第６号）により通知するものとする。
　（登録の変更）

第９条　ボランティアは，登録の内容に変更があったときは，速やかに常陸太田市ライフライン給水ボランティア登録変更届（様式第７号）により変更があった内容について市長へ届け出るものとする。
　（登録の取消し等）
第１０条　市長は，ボランティアが次の各号のいずれかに該当するときは，ボランティアの登録を取り消すことができる。
 (1)　市長の指示に従わない等ボランティアとして不適格と認められるとき。
 (2)　第４条の要件を満たさなくなったとき。
 (3)　連続して３年以上市長が行う研修を受けなかったとき。

 (4)　前３号に掲げるもののほか，市長がボランティアとして不適格と認めたとき。

２　ボランティアは，登録の取り消しを希望するときは，常陸太田市ライフライン給水ボランティア登録辞退届（様式第８号）を市長へ提出するものとする。

３　ボランティアは，登録が終了し，又は取り消されたときは，登録証を市長へ返還しなければならない。

　（研修の参加）

第１１条　ボランティアは，市長が開催する拠点給水施設等での応急給水活動等に係る研修に参加するものとする。
　（物品の貸与等）
第１２条　市長は，ボランティアに対し，指定ベストを貸与するものとする。
２　ボランティアは，活動を行っているとき又は研修を受けているときは，指定ベストを着用するものとする。

３　ボランティアは，登録が終了し，又は取り消されたときは，指定ベストを速やかに市長へ返還するものとする。

　（報酬等）

第１３条　ボランティア活動に対する報酬並びに活動及び研修のための交通費等については，支給しない。
　（その他）
第１４条　この要項の施行に関し必要な事項は，市長が別に定める。
　　　附　則
　（施行期日）

１　この告示は，公布の日から施行する。
　（経過措置）
２　この告示の施行前に，常陸太田市ライフライン給水ボランティア実施要項（平成２０年１２月４日決裁）の規定よつてした処分，手続その他の行為であって，この告示に相当の規定があるものは，これらの告示によつてした処分，手続その他の行為とみなす。
